
年度　授業計画（シラバス）

540 (18) 時間(単位)

後期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

研修先による実験および学習

授業の
方法

第
1
回

講
義
実
習
形
式

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

安達　隆之
実務経験と

その関連資格

化粧品会社にて、基礎研究（研究開発室）・美容機器開発（開発部）・感応評価（美容
研究課)・製品企画（マーケティング部）・原価管理（製品管理課）・人事全般（人事部）
の業務を１０年にわたり担当

科  目  名

生命工学技術科

学外研修

科　目　区　分

・研修日誌
・学外研修事前授業で使用した資料
・各研修先にて参考となる参考書や実習書（任意）

バイオテクノロジー分野の企業や大学、公的機関等での実務的な研修を通じて、これまで身に付けた実験技術を活用して専
門技術を向上させ、実践力を高め、社会人基礎力を身に付けることを目的とする。

学期及び曜時限

学        科

対 象 学 年

必修/選択の別

バイオサイエンス専攻 2年 教室名

学外研修は、これまで身に付けた実験技術を活用して専門技術を向上させ、実践力を高める貴重な機会となり、後に控える就職活動や
就職後に必要となる社会人基礎力を身に付ける過程となる。その為日々の学びを大切にし、専門技術職としての糧となるよう意識し臨む
こと。

担 当 教 員

使用教材

研修日誌
参考となる資料
（任意）

授業以外での準備学習
の具体的な内容

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
5
回

第
2
回

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
3
回

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

内　　　容

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

2020

専門分野 授業の方法 講義実習演習

授業時数(単位数)必修

・これまで学んだことを復習すること
・新しく学んだ内容について理解できるように復習すること
・研修先の事業内容について自主的に学ぶこと

1．研修報告書・研修日誌・研修報告会による評価：70%　　　　　2．研修態度・研修先評価：10%　　　　　3．出席状況：20%

第
4
回 各コマに

おける
授業予定

研修先による実験および学習

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習



講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

授業の
方法 内　　　容

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

第
15
回

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

各コマに
おける

授業予定

研修日誌
参考となる資料
（任意）

使用教材
授業以外での準備学習

の具体的な内容

第
6
回

第
7
回

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
8
回

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
9
回

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

第
10
回

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
11
回

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

第
14
回

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
12
回

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
13
回

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。



年度　授業計画（シラバス）

540 (18) 時間(単位)

後期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

講義実習演習

科  目  名 学外研修 必修/選択の別 必修 授業時数(単位数)

2020

学        科 生命工学技術科 科　目　区　分 専門分野 授業の方法

担 当 教 員 安達　隆之
実務経験と

その関連資格

化粧品会社にて、基礎研究（研究開発室）・美容機器開発（開発部）・感応評価（美容
研究課)・製品企画（マーケティング部）・原価管理（製品管理課）・人事全般（人事部）
の業務を１０年にわたり担当

対 象 学 年 バイオサイエンス専攻 2年 学期及び曜時限 教室名

・研修日誌
・学外研修事前授業で使用した資料
・各研修先にて参考となる参考書や実習書（任意）

・これまで学んだことを復習すること
・新しく学んだ内容について理解できるように復習すること
・研修先の事業内容について自主的に学ぶこと

学外研修は、これまで身に付けた実験技術を活用して専門技術を向上させ、実践力を高める貴重な機会となり、後に控える就職活動や
就職後に必要となる社会人基礎力を身に付ける過程となる。その為日々の学びを大切にし、専門技術職としての糧となるよう意識し臨む
こと。

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

1．研修報告書・研修日誌・研修報告会による評価：70%　　　　　2．研修態度・研修先評価：10%　　　　　3．出席状況：20%

バイオテクノロジー分野の企業や大学、公的機関等での実務的な研修を通じて、これまで身に付けた実験技術を活用して専
門技術を向上させ、実践力を高め、社会人基礎力を身に付けることを目的とする。

第
16
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

第
17
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

第
20
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
19
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
18
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと



第
22
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

第
21
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

第
24
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
23
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
26
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
25
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
28
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
27
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
30
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
29
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと



年度　授業計画（シラバス）

540 (18) 時間(単位)

後期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
32
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

第
35
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
34
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
33
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

第
31
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

学外研修は、これまで身に付けた実験技術を活用して専門技術を向上させ、実践力を高める貴重な機会となり、後に控える就職活動や
就職後に必要となる社会人基礎力を身に付ける過程となる。その為日々の学びを大切にし、専門技術職としての糧となるよう意識し臨む
こと。

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

担 当 教 員 安達　隆之
実務経験と

その関連資格

化粧品会社にて、基礎研究（研究開発室）・美容機器開発（開発部）・感応評価（美容
研究課)・製品企画（マーケティング部）・原価管理（製品管理課）・人事全般（人事部）
の業務を１０年にわたり担当

バイオテクノロジー分野の企業や大学、公的機関等での実務的な研修を通じて、これまで身に付けた実験技術を活用して専
門技術を向上させ、実践力を高め、社会人基礎力を身に付けることを目的とする。

1．研修報告書・研修日誌・研修報告会による評価：70%　　　　　2．研修態度・研修先評価：10%　　　　　3．出席状況：20%

講義実習演習

科  目  名 学外研修 必修/選択の別 必修 授業時数(単位数)

・研修日誌
・学外研修事前授業で使用した資料
・各研修先にて参考となる参考書や実習書（任意）

・これまで学んだことを復習すること
・新しく学んだ内容について理解できるように復習すること
・研修先の事業内容について自主的に学ぶこと

2020

学        科 生命工学技術科 科　目　区　分 専門分野 授業の方法

対 象 学 年 バイオサイエンス専攻 2年 学期及び曜時限 教室名



・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
45
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
44
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
43
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
42
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
41
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
40
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

第
39
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
38
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

第
37
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

第
36
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと



年度　授業計画（シラバス）

540 (18) 時間(単位)

後期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
47
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

第
50
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
49
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
48
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

第
46
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

学外研修は、これまで身に付けた実験技術を活用して専門技術を向上させ、実践力を高める貴重な機会となり、後に控える就職活動や
就職後に必要となる社会人基礎力を身に付ける過程となる。その為日々の学びを大切にし、専門技術職としての糧となるよう意識し臨む
こと。

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

担 当 教 員 安達　隆之
実務経験と

その関連資格

化粧品会社にて、基礎研究（研究開発室）・美容機器開発（開発部）・感応評価（美容
研究課)・製品企画（マーケティング部）・原価管理（製品管理課）・人事全般（人事部）
の業務を１０年にわたり担当

バイオテクノロジー分野の企業や大学、公的機関等での実務的な研修を通じて、これまで身に付けた実験技術を活用して専
門技術を向上させ、実践力を高め、社会人基礎力を身に付けることを目的とする。

1．研修報告書・研修日誌・研修報告会による評価：70%　　　　　2．研修態度・研修先評価：10%　　　　　3．出席状況：20%

講義実習演習

科  目  名 学外研修 必修/選択の別 必修 授業時数(単位数)

・研修日誌
・学外研修事前授業で使用した資料
・各研修先にて参考となる参考書や実習書（任意）

・これまで学んだことを復習すること
・新しく学んだ内容について理解できるように復習すること
・研修先の事業内容について自主的に学ぶこと

2020

学        科 生命工学技術科 科　目　区　分 専門分野 授業の方法

対 象 学 年 バイオサイエンス専攻 2年 学期及び曜時限 教室名



・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
60
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
59
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
58
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
57
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
56
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
55
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

第
54
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
53
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

第
52
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

第
51
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと



年度　授業計画（シラバス）

540 (18) 時間(単位)

後期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
62
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

第
65
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
64
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
63
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

第
61
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

学外研修は、これまで身に付けた実験技術を活用して専門技術を向上させ、実践力を高める貴重な機会となり、後に控える就職活動や
就職後に必要となる社会人基礎力を身に付ける過程となる。その為日々の学びを大切にし、専門技術職としての糧となるよう意識し臨む
こと。

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

担 当 教 員 安達　隆之
実務経験と

その関連資格

化粧品会社にて、基礎研究（研究開発室）・美容機器開発（開発部）・感応評価（美容
研究課)・製品企画（マーケティング部）・原価管理（製品管理課）・人事全般（人事部）
の業務を１０年にわたり担当

バイオテクノロジー分野の企業や大学、公的機関等での実務的な研修を通じて、これまで身に付けた実験技術を活用して専
門技術を向上させ、実践力を高め、社会人基礎力を身に付けることを目的とする。

1．研修報告書・研修日誌・研修報告会による評価：70%　　　　　2．研修態度・研修先評価：10%　　　　　3．出席状況：20%

講義実習演習

科  目  名 学外研修 必修/選択の別 必修 授業時数(単位数)

・研修日誌
・学外研修事前授業で使用した資料
・各研修先にて参考となる参考書や実習書（任意）

・これまで学んだことを復習すること
・新しく学んだ内容について理解できるように復習すること
・研修先の事業内容について自主的に学ぶこと

2020

学        科 生命工学技術科 科　目　区　分 専門分野 授業の方法

対 象 学 年 バイオサイエンス専攻 2年 学期及び曜時限 教室名



・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
75
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
74
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
73
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
72
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
71
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
70
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

第
69
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
68
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

第
67
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

第
66
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと



年度　授業計画（シラバス）

540 (18) 時間(単位)

後期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
77
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

第
80
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
79
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
78
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

第
76
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

学外研修は、これまで身に付けた実験技術を活用して専門技術を向上させ、実践力を高める貴重な機会となり、後に控える就職活動や
就職後に必要となる社会人基礎力を身に付ける過程となる。その為日々の学びを大切にし、専門技術職としての糧となるよう意識し臨む
こと。

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

担 当 教 員 安達　隆之
実務経験と

その関連資格

化粧品会社にて、基礎研究（研究開発室）・美容機器開発（開発部）・感応評価（美容
研究課)・製品企画（マーケティング部）・原価管理（製品管理課）・人事全般（人事部）
の業務を１０年にわたり担当

バイオテクノロジー分野の企業や大学、公的機関等での実務的な研修を通じて、これまで身に付けた実験技術を活用して専
門技術を向上させ、実践力を高め、社会人基礎力を身に付けることを目的とする。

1．研修報告書・研修日誌・研修報告会による評価：70%　　　　　2．研修態度・研修先評価：10%　　　　　3．出席状況：20%

講義実習演習

科  目  名 学外研修 必修/選択の別 必修 授業時数(単位数)

・研修日誌
・学外研修事前授業で使用した資料
・各研修先にて参考となる参考書や実習書（任意）

・これまで学んだことを復習すること
・新しく学んだ内容について理解できるように復習すること
・研修先の事業内容について自主的に学ぶこと

2020

学        科 生命工学技術科 科　目　区　分 専門分野 授業の方法

対 象 学 年 バイオサイエンス専攻 2年 学期及び曜時限 教室名



・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
90
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
89
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
88
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
87
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
86
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
85
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

第
84
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
83
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

第
82
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

第
81
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと



年度　授業計画（シラバス）

540 (18) 時間(単位)

後期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
92
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

第
95
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
94
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
93
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

第
91
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

学外研修は、これまで身に付けた実験技術を活用して専門技術を向上させ、実践力を高める貴重な機会となり、後に控える就職活動や
就職後に必要となる社会人基礎力を身に付ける過程となる。その為日々の学びを大切にし、専門技術職としての糧となるよう意識し臨む
こと。

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

担 当 教 員 安達　隆之
実務経験と

その関連資格

化粧品会社にて、基礎研究（研究開発室）・美容機器開発（開発部）・感応評価（美容
研究課)・製品企画（マーケティング部）・原価管理（製品管理課）・人事全般（人事部）
の業務を１０年にわたり担当

バイオテクノロジー分野の企業や大学、公的機関等での実務的な研修を通じて、これまで身に付けた実験技術を活用して専
門技術を向上させ、実践力を高め、社会人基礎力を身に付けることを目的とする。

1．研修報告書・研修日誌・研修報告会による評価：70%　　　　　2．研修態度・研修先評価：10%　　　　　3．出席状況：20%

講義実習演習

科  目  名 学外研修 必修/選択の別 必修 授業時数(単位数)

・研修日誌
・学外研修事前授業で使用した資料
・各研修先にて参考となる参考書や実習書（任意）

・これまで学んだことを復習すること
・新しく学んだ内容について理解できるように復習すること
・研修先の事業内容について自主的に学ぶこと

2020

学        科 生命工学技術科 科　目　区　分 専門分野 授業の方法

対 象 学 年 バイオサイエンス専攻 2年 学期及び曜時限 教室名



・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
105
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
104
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
103
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
102
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
101
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
100
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

第
99
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
98
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

第
97
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

第
96
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと



年度　授業計画（シラバス）

540 (18) 時間(単位)

後期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
107
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

第
110
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
109
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
108
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

第
106
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

学外研修は、これまで身に付けた実験技術を活用して専門技術を向上させ、実践力を高める貴重な機会となり、後に控える就職活動や
就職後に必要となる社会人基礎力を身に付ける過程となる。その為日々の学びを大切にし、専門技術職としての糧となるよう意識し臨む
こと。

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

担 当 教 員 安達　隆之
実務経験と

その関連資格

化粧品会社にて、基礎研究（研究開発室）・美容機器開発（開発部）・感応評価（美容
研究課)・製品企画（マーケティング部）・原価管理（製品管理課）・人事全般（人事部）
の業務を１０年にわたり担当

バイオテクノロジー分野の企業や大学、公的機関等での実務的な研修を通じて、これまで身に付けた実験技術を活用して専
門技術を向上させ、実践力を高め、社会人基礎力を身に付けることを目的とする。

1．研修報告書・研修日誌・研修報告会による評価：70%　　　　　2．研修態度・研修先評価：10%　　　　　3．出席状況：20%

講義実習演習

科  目  名 学外研修 必修/選択の別 必修 授業時数(単位数)

・研修日誌
・学外研修事前授業で使用した資料
・各研修先にて参考となる参考書や実習書（任意）

・これまで学んだことを復習すること
・新しく学んだ内容について理解できるように復習すること
・研修先の事業内容について自主的に学ぶこと

2020

学        科 生命工学技術科 科　目　区　分 専門分野 授業の方法

対 象 学 年 バイオサイエンス専攻 2年 学期及び曜時限 教室名



・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
120
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
119
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
118
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
117
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
116
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
115
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

第
114
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
113
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

第
112
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

第
111
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと



年度　授業計画（シラバス）

540 (18) 時間(単位)

後期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
122
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

第
125
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
124
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
123
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

第
121
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

学外研修は、これまで身に付けた実験技術を活用して専門技術を向上させ、実践力を高める貴重な機会となり、後に控える就職活動や
就職後に必要となる社会人基礎力を身に付ける過程となる。その為日々の学びを大切にし、専門技術職としての糧となるよう意識し臨む
こと。

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

担 当 教 員 安達　隆之
実務経験と

その関連資格

化粧品会社にて、基礎研究（研究開発室）・美容機器開発（開発部）・感応評価（美容
研究課)・製品企画（マーケティング部）・原価管理（製品管理課）・人事全般（人事部）
の業務を１０年にわたり担当

バイオテクノロジー分野の企業や大学、公的機関等での実務的な研修を通じて、これまで身に付けた実験技術を活用して専
門技術を向上させ、実践力を高め、社会人基礎力を身に付けることを目的とする。

1．研修報告書・研修日誌・研修報告会による評価：70%　　　　　2．研修態度・研修先評価：10%　　　　　3．出席状況：20%

講義実習演習

科  目  名 学外研修 必修/選択の別 必修 授業時数(単位数)

・研修日誌
・学外研修事前授業で使用した資料
・各研修先にて参考となる参考書や実習書（任意）

・これまで学んだことを復習すること
・新しく学んだ内容について理解できるように復習すること
・研修先の事業内容について自主的に学ぶこと

2020

学        科 生命工学技術科 科　目　区　分 専門分野 授業の方法

対 象 学 年 バイオサイエンス専攻 2年 学期及び曜時限 教室名



・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
135
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
134
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
133
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
132
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
131
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
130
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

第
129
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
128
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

第
127
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

第
126
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと



年度　授業計画（シラバス）

540 (18) 時間(単位)

後期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
137
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

第
140
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
139
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
138
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

第
136
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

学外研修は、これまで身に付けた実験技術を活用して専門技術を向上させ、実践力を高める貴重な機会となり、後に控える就職活動や
就職後に必要となる社会人基礎力を身に付ける過程となる。その為日々の学びを大切にし、専門技術職としての糧となるよう意識し臨む
こと。

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

担 当 教 員 安達　隆之
実務経験と

その関連資格

化粧品会社にて、基礎研究（研究開発室）・美容機器開発（開発部）・感応評価（美容
研究課)・製品企画（マーケティング部）・原価管理（製品管理課）・人事全般（人事部）
の業務を１０年にわたり担当

バイオテクノロジー分野の企業や大学、公的機関等での実務的な研修を通じて、これまで身に付けた実験技術を活用して専
門技術を向上させ、実践力を高め、社会人基礎力を身に付けることを目的とする。

1．研修報告書・研修日誌・研修報告会による評価：70%　　　　　2．研修態度・研修先評価：10%　　　　　3．出席状況：20%

講義実習演習

科  目  名 学外研修 必修/選択の別 必修 授業時数(単位数)

・研修日誌
・学外研修事前授業で使用した資料
・各研修先にて参考となる参考書や実習書（任意）

・これまで学んだことを復習すること
・新しく学んだ内容について理解できるように復習すること
・研修先の事業内容について自主的に学ぶこと

2020

学        科 生命工学技術科 科　目　区　分 専門分野 授業の方法

対 象 学 年 バイオサイエンス専攻 2年 学期及び曜時限 教室名



・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
150
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
149
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
148
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
147
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
146
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
145
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

第
144
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
143
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

第
142
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

第
141
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと



年度　授業計画（シラバス）

540 (18) 時間(単位)

後期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
152
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

第
155
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
154
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
153
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

第
151
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

学外研修は、これまで身に付けた実験技術を活用して専門技術を向上させ、実践力を高める貴重な機会となり、後に控える就職活動や
就職後に必要となる社会人基礎力を身に付ける過程となる。その為日々の学びを大切にし、専門技術職としての糧となるよう意識し臨む
こと。

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

担 当 教 員 安達　隆之
実務経験と

その関連資格

化粧品会社にて、基礎研究（研究開発室）・美容機器開発（開発部）・感応評価（美容
研究課)・製品企画（マーケティング部）・原価管理（製品管理課）・人事全般（人事部）
の業務を１０年にわたり担当

バイオテクノロジー分野の企業や大学、公的機関等での実務的な研修を通じて、これまで身に付けた実験技術を活用して専
門技術を向上させ、実践力を高め、社会人基礎力を身に付けることを目的とする。

1．研修報告書・研修日誌・研修報告会による評価：70%　　　　　2．研修態度・研修先評価：10%　　　　　3．出席状況：20%

講義実習演習

科  目  名 学外研修 必修/選択の別 必修 授業時数(単位数)

・研修日誌
・学外研修事前授業で使用した資料
・各研修先にて参考となる参考書や実習書（任意）

・これまで学んだことを復習すること
・新しく学んだ内容について理解できるように復習すること
・研修先の事業内容について自主的に学ぶこと

2020

学        科 生命工学技術科 科　目　区　分 専門分野 授業の方法

対 象 学 年 バイオサイエンス専攻 2年 学期及び曜時限 教室名



・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
165
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
164
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
163
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
162
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
161
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
160
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

第
159
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
158
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

第
157
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

第
156
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと



年度　授業計画（シラバス）

540 (18) 時間(単位)

後期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
167
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

第
170
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
169
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
168
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

第
166
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

学外研修は、これまで身に付けた実験技術を活用して専門技術を向上させ、実践力を高める貴重な機会となり、後に控える就職活動や
就職後に必要となる社会人基礎力を身に付ける過程となる。その為日々の学びを大切にし、専門技術職としての糧となるよう意識し臨む
こと。

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

担 当 教 員 安達　隆之
実務経験と

その関連資格

化粧品会社にて、基礎研究（研究開発室）・美容機器開発（開発部）・感応評価（美容
研究課)・製品企画（マーケティング部）・原価管理（製品管理課）・人事全般（人事部）
の業務を１０年にわたり担当

バイオテクノロジー分野の企業や大学、公的機関等での実務的な研修を通じて、これまで身に付けた実験技術を活用して専
門技術を向上させ、実践力を高め、社会人基礎力を身に付けることを目的とする。

1．研修報告書・研修日誌・研修報告会による評価：70%　　　　　2．研修態度・研修先評価：10%　　　　　3．出席状況：20%

講義実習演習

科  目  名 学外研修 必修/選択の別 必修 授業時数(単位数)

・研修日誌
・学外研修事前授業で使用した資料
・各研修先にて参考となる参考書や実習書（任意）

・これまで学んだことを復習すること
・新しく学んだ内容について理解できるように復習すること
・研修先の事業内容について自主的に学ぶこと

2020

学        科 生命工学技術科 科　目　区　分 専門分野 授業の方法

対 象 学 年 バイオサイエンス専攻 2年 学期及び曜時限 教室名



・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
180
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
179
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
178
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
177
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
176
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
175
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

第
174
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
173
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

第
172
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

第
171
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと



年度　授業計画（シラバス）

540 (18) 時間(単位)

後期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
182
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

第
185
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
184
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
183
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

第
181
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

学外研修は、これまで身に付けた実験技術を活用して専門技術を向上させ、実践力を高める貴重な機会となり、後に控える就職活動や
就職後に必要となる社会人基礎力を身に付ける過程となる。その為日々の学びを大切にし、専門技術職としての糧となるよう意識し臨む
こと。

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

担 当 教 員 安達　隆之
実務経験と

その関連資格

化粧品会社にて、基礎研究（研究開発室）・美容機器開発（開発部）・感応評価（美容
研究課)・製品企画（マーケティング部）・原価管理（製品管理課）・人事全般（人事部）
の業務を１０年にわたり担当

バイオテクノロジー分野の企業や大学、公的機関等での実務的な研修を通じて、これまで身に付けた実験技術を活用して専
門技術を向上させ、実践力を高め、社会人基礎力を身に付けることを目的とする。

1．研修報告書・研修日誌・研修報告会による評価：70%　　　　　2．研修態度・研修先評価：10%　　　　　3．出席状況：20%

講義実習演習

科  目  名 学外研修 必修/選択の別 必修 授業時数(単位数)

・研修日誌
・学外研修事前授業で使用した資料
・各研修先にて参考となる参考書や実習書（任意）

・これまで学んだことを復習すること
・新しく学んだ内容について理解できるように復習すること
・研修先の事業内容について自主的に学ぶこと

2020

学        科 生命工学技術科 科　目　区　分 専門分野 授業の方法

対 象 学 年 バイオサイエンス専攻 2年 学期及び曜時限 教室名



・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
195
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
194
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
193
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
192
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
191
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
190
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

第
189
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
188
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

第
187
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

第
186
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと



年度　授業計画（シラバス）

540 (18) 時間(単位)

後期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
197
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

第
200
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
199
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
198
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

第
196
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

学外研修は、これまで身に付けた実験技術を活用して専門技術を向上させ、実践力を高める貴重な機会となり、後に控える就職活動や
就職後に必要となる社会人基礎力を身に付ける過程となる。その為日々の学びを大切にし、専門技術職としての糧となるよう意識し臨む
こと。

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

担 当 教 員 安達　隆之
実務経験と

その関連資格

化粧品会社にて、基礎研究（研究開発室）・美容機器開発（開発部）・感応評価（美容
研究課)・製品企画（マーケティング部）・原価管理（製品管理課）・人事全般（人事部）
の業務を１０年にわたり担当

バイオテクノロジー分野の企業や大学、公的機関等での実務的な研修を通じて、これまで身に付けた実験技術を活用して専
門技術を向上させ、実践力を高め、社会人基礎力を身に付けることを目的とする。

1．研修報告書・研修日誌・研修報告会による評価：70%　　　　　2．研修態度・研修先評価：10%　　　　　3．出席状況：20%

講義実習演習

科  目  名 学外研修 必修/選択の別 必修 授業時数(単位数)

・研修日誌
・学外研修事前授業で使用した資料
・各研修先にて参考となる参考書や実習書（任意）

・これまで学んだことを復習すること
・新しく学んだ内容について理解できるように復習すること
・研修先の事業内容について自主的に学ぶこと

2020

学        科 生命工学技術科 科　目　区　分 専門分野 授業の方法

対 象 学 年 バイオサイエンス専攻 2年 学期及び曜時限 教室名



・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
210
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
209
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
208
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
207
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
206
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
205
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

第
204
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
203
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

第
202
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

第
201
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと



年度　授業計画（シラバス）

540 (18) 時間(単位)

後期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
212
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

第
215
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
214
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
213
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

第
211
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

学外研修は、これまで身に付けた実験技術を活用して専門技術を向上させ、実践力を高める貴重な機会となり、後に控える就職活動や
就職後に必要となる社会人基礎力を身に付ける過程となる。その為日々の学びを大切にし、専門技術職としての糧となるよう意識し臨む
こと。

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

担 当 教 員 安達　隆之
実務経験と

その関連資格

化粧品会社にて、基礎研究（研究開発室）・美容機器開発（開発部）・感応評価（美容
研究課)・製品企画（マーケティング部）・原価管理（製品管理課）・人事全般（人事部）
の業務を１０年にわたり担当

バイオテクノロジー分野の企業や大学、公的機関等での実務的な研修を通じて、これまで身に付けた実験技術を活用して専
門技術を向上させ、実践力を高め、社会人基礎力を身に付けることを目的とする。

1．研修報告書・研修日誌・研修報告会による評価：70%　　　　　2．研修態度・研修先評価：10%　　　　　3．出席状況：20%

講義実習演習

科  目  名 学外研修 必修/選択の別 必修 授業時数(単位数)

・研修日誌
・学外研修事前授業で使用した資料
・各研修先にて参考となる参考書や実習書（任意）

・これまで学んだことを復習すること
・新しく学んだ内容について理解できるように復習すること
・研修先の事業内容について自主的に学ぶこと

2020

学        科 生命工学技術科 科　目　区　分 専門分野 授業の方法

対 象 学 年 バイオサイエンス専攻 2年 学期及び曜時限 教室名



・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
225
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
224
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
223
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
222
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
221
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
220
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

第
219
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
218
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

第
217
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

第
216
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと



年度　授業計画（シラバス）

540 (18) 時間(単位)

後期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
227
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

第
230
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
229
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
228
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

第
226
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

学外研修は、これまで身に付けた実験技術を活用して専門技術を向上させ、実践力を高める貴重な機会となり、後に控える就職活動や
就職後に必要となる社会人基礎力を身に付ける過程となる。その為日々の学びを大切にし、専門技術職としての糧となるよう意識し臨む
こと。

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

担 当 教 員 安達　隆之
実務経験と

その関連資格

化粧品会社にて、基礎研究（研究開発室）・美容機器開発（開発部）・感応評価（美容
研究課)・製品企画（マーケティング部）・原価管理（製品管理課）・人事全般（人事部）
の業務を１０年にわたり担当

バイオテクノロジー分野の企業や大学、公的機関等での実務的な研修を通じて、これまで身に付けた実験技術を活用して専
門技術を向上させ、実践力を高め、社会人基礎力を身に付けることを目的とする。

1．研修報告書・研修日誌・研修報告会による評価：70%　　　　　2．研修態度・研修先評価：10%　　　　　3．出席状況：20%

講義実習演習

科  目  名 学外研修 必修/選択の別 必修 授業時数(単位数)

・研修日誌
・学外研修事前授業で使用した資料
・各研修先にて参考となる参考書や実習書（任意）

・これまで学んだことを復習すること
・新しく学んだ内容について理解できるように復習すること
・研修先の事業内容について自主的に学ぶこと

2020

学        科 生命工学技術科 科　目　区　分 専門分野 授業の方法

対 象 学 年 バイオサイエンス専攻 2年 学期及び曜時限 教室名



・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
240
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
239
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
238
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
237
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
236
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
235
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

第
234
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
233
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

第
232
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

第
231
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと



年度　授業計画（シラバス）

540 (18) 時間(単位)

後期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

2020

学        科 生命工学技術科 科　目　区　分 専門分野 授業の方法

対 象 学 年 バイオサイエンス専攻 2年 学期及び曜時限 教室名

講義実習演習

科  目  名 学外研修 必修/選択の別 必修 授業時数(単位数)

・研修日誌
・学外研修事前授業で使用した資料
・各研修先にて参考となる参考書や実習書（任意）

・これまで学んだことを復習すること
・新しく学んだ内容について理解できるように復習すること
・研修先の事業内容について自主的に学ぶこと

学外研修は、これまで身に付けた実験技術を活用して専門技術を向上させ、実践力を高める貴重な機会となり、後に控える就職活動や
就職後に必要となる社会人基礎力を身に付ける過程となる。その為日々の学びを大切にし、専門技術職としての糧となるよう意識し臨む
こと。

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

担 当 教 員 安達　隆之
実務経験と

その関連資格

化粧品会社にて、基礎研究（研究開発室）・美容機器開発（開発部）・感応評価（美容
研究課)・製品企画（マーケティング部）・原価管理（製品管理課）・人事全般（人事部）
の業務を１０年にわたり担当

バイオテクノロジー分野の企業や大学、公的機関等での実務的な研修を通じて、これまで身に付けた実験技術を活用して専
門技術を向上させ、実践力を高め、社会人基礎力を身に付けることを目的とする。

1．研修報告書・研修日誌・研修報告会による評価：70%　　　　　2．研修態度・研修先評価：10%　　　　　3．出席状況：20%

第
241
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

第
242
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

第
245
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
244
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
243
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと



第
247
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

第
246
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

第
249
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
248
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
251
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
250
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
253
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
252
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
255
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
254
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと



年度　授業計画（シラバス）

540 (18) 時間(単位)

後期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

2020

学        科 生命工学技術科 科　目　区　分 専門分野 授業の方法

対 象 学 年 バイオサイエンス専攻 2年 学期及び曜時限 教室名

講義実習演習

科  目  名 学外研修 必修/選択の別 必修 授業時数(単位数)

・研修日誌
・学外研修事前授業で使用した資料
・各研修先にて参考となる参考書や実習書（任意）

・これまで学んだことを復習すること
・新しく学んだ内容について理解できるように復習すること
・研修先の事業内容について自主的に学ぶこと

学外研修は、これまで身に付けた実験技術を活用して専門技術を向上させ、実践力を高める貴重な機会となり、後に控える就職活動や
就職後に必要となる社会人基礎力を身に付ける過程となる。その為日々の学びを大切にし、専門技術職としての糧となるよう意識し臨む
こと。

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

担 当 教 員 安達　隆之
実務経験と

その関連資格

化粧品会社にて、基礎研究（研究開発室）・美容機器開発（開発部）・感応評価（美容
研究課)・製品企画（マーケティング部）・原価管理（製品管理課）・人事全般（人事部）
の業務を１０年にわたり担当

バイオテクノロジー分野の企業や大学、公的機関等での実務的な研修を通じて、これまで身に付けた実験技術を活用して専
門技術を向上させ、実践力を高め、社会人基礎力を身に付けることを目的とする。

1．研修報告書・研修日誌・研修報告会による評価：70%　　　　　2．研修態度・研修先評価：10%　　　　　3．出席状況：20%

第
256
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

第
257
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

第
260
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
259
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
258
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと



第
262
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

第
261
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

第
264
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
263
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
266
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
265
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
268
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
267
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

第
270
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

第
269
回

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研修先で学ぶ技術について理解し実践できる。
研修先で学ぶ知識について理解し説明できる。

研修日誌
参考となる資料
（任意）

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

各コマに
おける

授業予定
研修先による実験および学習

・研修内容を復習すること
・新しく学んだ内容につい
て調べ知識を深めること
・研修先の事業内容につ
いて自主的に学ぶこと


